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よって具体像が埋められつつあります。とくに脂質代謝を軸とした寒冷適応は、縄文人から

現代日本人へと受け継がれた体質の重要な一側面を示しています。「遺伝学から見えてきた

縄文の姿」がどのように私たちの体につながっているのかをご紹介します。 

 

 

現代日本人（北海道と沖縄を除く）各個人の縄文人祖先の割合 

”縄文人度合い”の県ごとの平均 

色が濃いほど縄文人度合いが高い。 
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講演要旨 

アズキの起源は縄文時代の日本で決まり 

 

◯内藤健（農研機構 遺伝資源研究センター） 

 

アズキの起源は日本列島なのかも知れません。イネを含むほとんどの作物は弥生時代以降

に大陸から伝播したものであり、アズキもその一つだとする説が信じられてきました。しか

し近年の発掘調査によって、縄文人の遺跡から多数のアズキ種子が出土し、縄文人にとって

アズキが主要な食料の一つであったことは疑う余地がなくなりました。果たして縄文人は自

然に生えているアズキの祖先種（ヤブツルアズキ＝以下ヤブツルと表記）を採集していただ

けなのでしょうか、それとも実際に栽培・収穫しており、それに伴って何らかの人為選択も

始まっていたのでしょうか。その問いを明らかにすべく、世界各地から集められたアズキの

ゲノム解析を実施しました。その結果、アズキの起源は縄文時代の日本列島にあることが明

らかとなったのです。 

まず、アズキとヤブツルを見比べてみましょう（図 1左上）。漢字では小豆と書かれるもの

の、アズキはヤブツルに比べると遥かに大粒で、１粒あたりの重量は３〜５倍におよびます。

また、何より色が違います。ヤブツルの種皮は茶色の地に多数の黒斑があるのに対して、ア

ズキの種皮は赤く、黒斑もありません。アズキでは莢が弾けない、植物体は自立し、茎の伸

長もある段階で停止するなど、人為選択によって多くの形質が栽培・収穫に都合のよい形に

変化しています。 

日本では縄文時代の遺跡から出土する事例は枚挙に暇がありません。しかも 6〜4000年前

の縄文後期から出土する種子が顕著な大型化が見られます（Takahashi et al. 2022）。一方、

同時期の中国や韓国の遺跡から出土するアズキ種子は多くはなく、その大きさもヤブツルと

大差ありません。大型化が始まるのは 3000年前以降です。この事実は、アズキの栽培化、少

なくとも大型種子への人為選抜が日本で先行していたとする説の根拠となっています。 

一方で、種子の大型化を栽培化の指標として捉えることには慎重な意見も根強くあります。

特に種子の大きさは環境条件に左右されやすく、夜間の低温などで登熟がゆっくり進む地域

では種子が大粒になりやすいのです。縄文後期の北関東中央高地から出土するアズキが大型

化したのは、単にその時代のその地域の気候が寒かったというだけのことかも知れません。 

したがって、現代の栽培アズキが本当に縄文時代の日本列島に起源するのかを明らかにす

るには、DNA を使った解析が重要となります。我々は日中韓の 3 カ国に加え、西はネパール

やブータンまで幅広い地域から収集されたアズキとヤブツル合せて 330 系統について全ゲノ

ム配列を取得しました。これらは遺伝的に 7つの分集団に分けられ、ヤブツルがヒマラヤ、

東南アジア、中国、日本の 4集団、アズキは日本、中国北部、中国南部の 3集団となりまし

た。 

次に、ゲノムデータに基づいて系統解析を行うと、ヒマラヤのヤブツル集団が最も祖先的
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な位置を取り、そこから東南アジアのヤブツルが、そこからさらに中国のヤブツルが分岐し

たことが示されました。そして中国のヤブツルから中国南部のアズキが分岐し、そこから中

国北部のアズキ、日本のアズキが順に分岐し、最後に日本のヤブツルが分岐した形の系統樹

が得られました。これをそのまま解釈すると、アズキの起源は中国南部となります。しかし

同時に、日本のヤブツルがアズキの野生化によって生じたという直観に反する結論も導かれ

てしまうのです。 

そこで、全ゲノムデータから葉緑体ゲノムのデータのみを抽出して系統解析を行いました。

交雑が起きた場合、次世代の核ゲノムは両親から半分ずつ受け継いだものになりますが、葉

緑体ゲノムは 100％母親由来となります。畑で栽培されるアズキと野外のヤブツルの間で雑

種が形成された場合、アズキの花粉がヤブツルの雌しべに受粉するケースとヤブツルの花粉

がアズキの雌しべに受粉するケースの二通りがあります。しかし、ヒトは前者のケースで形

成された雑種を収穫することはまずありません。あくまでも畑で栽培しているアズキにでき

た種子を収穫するからです。したがって、仮に雑種形成によって核ゲノムにヤブツルの血が

混ざり込むことはあっても、葉緑体のゲノムはアズキのものがずっと維持されることになり

ます。すなわち、最初に栽培され始めたファースト・アズキの葉緑体が、現代のアズキにも

ずっと受け継がれている可能性があります。結果は、一目瞭然でした。日中韓のみならず、

ネパールやブータンまで、全ての栽培アズキが日本のヤブツルアズキと同型の葉緑体ゲノム

を有していたのです。この結果は、アズキが日本のヤブツルから分岐したことを強く示唆す

るものでした。 

では、どうして最初の系統樹では中国南部のアズキが最初にヤブツルから分岐したのでし

ょうか。それはこれらが中国のヤブツルとの雑種だからだろうと考えられました。そこで中

国南部のアズキのゲノム構成を詳細に調査した結果、日本・中国北部のアズキ由来のゲノム

が約 75％、中国のヤブツルに由来するゲノムが約 25％となりました。このヤブツル由来のゲ

ノムの存在により、中国南部のアズキは中国北部や日本のアズキよりもヤブツルに近縁であ

るかのように見えたのです。ここで、アズキの栽培化起源は日本であることが確定しました。 

では日本のどこで、いつ、アズキの栽培が始まったのでしょうか。どこで、という点につ

いては現代のアズキと、日本各地のヤブツルとの遺伝距離を計算すれば推測できます。結果、

関東～福島県に生息するヤブツルが遺伝的に最もアズキに近いことが明らかとなりました。

また、ヤブツルからアズキが分岐した年代を推定すると、約 3900～4900年前という結果が得

られました。この結果は、大型化した炭化種子が出土する遺跡の位置・年代と符合します。

したがって、ゲノム解析による結果は、アズキの栽培化起源が縄文後期の関東中央高地だと

する考古学の仮説を裏付けるものとなりました。 

 以上から、アズキとヤブツルの伝播・拡大経路は図１のように考えられます。ヤブツルは

西から東へと伝播して最後に日本列島に到達、そこで栽培化されて朝鮮・中国へ伝えられ、

中国南部でのヤブツルとの交雑を経てさらに西へ伝えられたのです。 
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図 1．アズキとヤブツルアズキの伝播経

路。左上は種子の写真。 
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講演要旨 

縄文犬の学際的・調査研究 

 

○佐藤孝雄(慶應義塾大学) 

 

イヌは人類最古の家畜です。起源地こそいまだ論争下にありますが、多くの研究者が祖先

種をオオカミと位置付け、その出現を後期更新世に求めています。もっとも、日本列島から

出土した犬骨に、目下確実に更新世まで遡る資料は知られていません。かつて更新世後期の

“wild dog”として報告された山口県秋吉台洞窟の資料も、出土層位等に基づけば完新世の

家犬に由来する可能性が高いと見られています。また、国内最古の犬骨としてつとに知られ

る神奈川県夏島貝塚の出土下顎骨群[縄文早期中葉、ca. 9,500 cal BP]も、形質的特徴を把

握するに不十分な断片的な資料にすぎません。そのため、日本列島では更新世のみならず完

新世初期のイヌについてさえ、最近までその詳細を把握できていませんでした。 

ところが、過去 15年ほどの間に、夏島貝塚に次ぐ古さを誇り、かつ保存状態も良好な犬骨

群[縄文早期後葉、ca. 7,950〜7,700 cal BP]が、佐賀県東名遺跡から発見されました。ま

た、国内最古の埋葬犬骨として注目されながら、発掘後約半世紀間その所在が不明となって

いた愛媛県上黒岩岩陰の 1号犬・2号犬[縄文早期末〜前期初頭、ca. 7,300〜7,200 cal BP]

も再発見されるに至りました。それらの犬骨について学際的な調査・研究が試みられた結果

得られた知見は少なくありません。 

そこで、本発表では、それらの知見も踏まえ、現時点までに縄文時代のイヌに関して明ら

かとなっている事柄を確認し、合わせて今後の研究課題も指摘してみたいと思います。 

 

参考文献 

佐藤孝雄 2018「早期に遡る縄文犬骨−東名遺跡および上黒岩岩陰出土資料に関する調査成果

−」『季刊考古学』144: 38-42. 

 

佐藤孝雄 2018 「「縄文犬」の研究−現状と課題−」『畜産の研究』72(12): 944-954. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 上黒岩岩陰 1号犬骨         図２ 上黒岩岩陰 2号犬上・下顎骨の咬合面観 
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図３ 頭蓋計測値の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 橈骨・脛骨計測値の偏差折線(Komiya et al. 2015: Fig.6を改変) 
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講演要旨 

日本列島でのイヌとヒト社会の関わりの歴史 

 

○寺井洋平（総合研究大学院大学） 

 

イヌは約１万年前の縄文時代に日本列島に渡来しました。それから 7000年間、他の系統と

混ざることなく、いわゆる縄文犬として縄文時代の人々と共に日本列島で生活していたと考

えられています。そして、この縄文犬は小型の猟犬であったと考えられています。稲作文化

の渡来と共に本州、四国、九州が弥生時代になると、イヌは縄文犬に比べて少し大型化し、

また形態が変化してきます。そのため、渡来系弥生人とともに大陸系のイヌが日本列島に渡

来し、縄文犬と混ざっていったと考えられています。ここまで「考えられています」で紹介

した仮説は、果たして本当なのでしょうか？本シンポジウムでは、遺跡出土のイヌの歯の歯

根から抽出したゲノム DNA 情報を用いて、これらの仮説の真偽と共にさらなる新しい発見な

どを紹介していきます。また、弥生時代に渡来したイヌの起源についても解説します。 

遺跡出土のイヌの骨からはイヌの大きさや、体のプロポーション、頭骨の形状などの形態

情報を得ることができます。それに加えて古代ゲノムの情報からは、骨には残らないイヌの

外部形態について推定することができます。これらの情報を合わせれば、縄文時代や弥生時

代のイヌの形態を推定することが可能です。このようにして推定した縄文犬、弥生犬の姿に

ついても紹介します。 

また、イヌはヒト社会の中で暮らしてきたため、ヒト社会が変わると共にイヌの何かしら

の変化があったことが考えられます。骨などには残らないイヌの変化に着目して日本列島で

のイヌの変遷と当時のヒト社会との関わりも紹介していきます。 
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講演要旨 

DNA からたどる日本猫の歴史 

 

◯松本悠貴（アニコム先進医療研究所株式会社・麻布大学）  

 

 イエネコは約 1万年前から私たち人と関わりはじめた動物です。これまでの考古学と遺伝

学研究から、イエネコの家畜化は西アジアの肥沃な三日月地帯と呼ばれる地域で始まったと

考えられています。その後、欧米やアジア各地など世界中に広がっていきました。遺伝的に

は、現生のイエネコは大きく、祖先型に近い中東・アフリカ系、欧州とその後アメリカ大陸

に移動した欧米系、アジアに移動したアジア系などに分けられます。 

日本には、文献資料や出土骨などの歴史資料の状況から、遅くとも７〜９世紀頃にイエネ

コがいたと考えられています。平安時代の文献には、猫の逸話や飼い猫の記録が残されてい

ます。遺跡から出土した骨として、日本最古のイエネコとされる骨は弥生時代相当のもので

す。しかし、この資料は別種であるベンガルヤマネコとの形態的な区別が困難なこともあり、

現代日本猫との関係はまだ明らかになっていません。このように歴史的な知見は蓄積されつ

つあるものの、現在の日本猫がどのように日本に来て、広がっていったのかについては分か

っていないことも多くあります。 

そこで私たちは、DNA の解析によって日本のイエネコの歴史をたどる研究を進めています。

まず、日本全国の現代日本猫の DNA を集めて、現代の中国のイエネコと分かれた時期を推定

しました。その結果、現在の日本と中国の集団が分岐した時期は約 1300年前と推定されまし

た。これは、歴史資料が示す時期とも一致しており、この頃には中国からのイエネコの移入

が始まっていたと考えられます。また、解析した中国のイエネコはほぼ純粋なアジア系統で

すが、日本猫は大部分はアジア系統の DNA を持ちつつも、一部は欧米系統の遺伝的要素が含

まれていることがわかりました。現代日本猫は全国的な傾向として、欧米系統からの遺伝的

な影響を受けているようです。また、中世の京都や鎌倉の遺跡から出土したネコの骨の古代

DNA 解析も進めています。解析の結果、当時の日本には、純粋なアジア系統のネコだけでな

く、欧米系統に由来するネコも存在していた可能性があることがわかってきました。 

本発表では、イエネコの考古学と遺伝学からわかってきたこれまでの知見とともに、私た

ちのイエネコの DNA 研究から見えてきた日本猫の歴史についてご紹介します。 
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研究の概要 

 

 古代 DNA 実験の様子



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開シンポジウム 要旨集 

考古学と DNA 

2025 年 11 月発行 

編集・発行 東京都立大学 人文科学研究科 

総合生物考古学領域事務局 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1 

 




	要旨集（表紙）
	要旨集
	要旨集（裏表紙）
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



